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語） 、 「バーザール」 （ペルシア語） 、 「チャルシュ」 （トルコ語）と呼ばれ 特にアーケード付の市場がよく知られる。ちなみに、 「バザー／バザ ル」は市場の意味として日本でも知られるが 語源は前述のとおりペルシア語のバーザールである。この語は長らくペルシ 語文化の影響下にあったインドでも用いられており、それがイギリス統治期に英語に取り入れられたのであろう。そして、日本にも英語経由で伝えられたと推察される。　
筆者はこれまでイランの第二の都市というべきタブリーズ
















る。ここに隣接するサライ（当のファトフアリー・ベグのサライ）も当時の名前のまま残っていた。こうした「発見」は直接研究成果になるわけではないが、現在と一八〇年前を往来していることを実感できて大変満足である。文献中心に研究してい ゆえに の触れ合い味わうと喜びひ しおである。　
もちろん、バーザールの楽しみ方は、古文書




色がある。タブリーズのバーザールは日用雑貨、金細工、絨毯、靴 衣類の他 様々な食料品が売られている。羊の脂肪専門店 あちらこちらにあり、脂肪の塊がつりさげられているのを見ると何とも不思議である。健康志向が強まる日本か すれば こんなものを食べるのはと
んでもないことである。他方、首都テヘランの大バーザールは非常に巨大だが、バーザールの中にあまり食料品を売り買いしておらず、日本ではおよそ買い手がつかないような「微妙な」日用雑貨を売る店が多い。もっともテヘランのバーザールの重要性は、衣 品、軽工業製品、医薬品そ 他もろもろの卸売の拠点として重要な役割を占めていることにある 観光地として有名なエスファハーンやシーラーズ バーザールには土産物屋が多い。この両市には外国人観光客もそれ りに目につく。もっと 、 「世
界の半分」と謳われたエスファハーンのバーザールも、トルコ・イスタンブルの有名なグランドバザール（カパルチャルシュ）の前には、観光客の数、客引きのやる気、怪しげな土産物の種類の多さでは足元にも及ばない。ただトルコ語では「チャルシュ」 はずが、 「バザール」と呼ばれている（実は「チャルシュ」ももとはペ シア語） 。こ 語の浸透力はたいした のである。　
もちろん、市場は屋根付きに限らない。特に







面をかぶった女性が小売りしている（この独特のニカーブはイランではペルシア湾岸地方にみられる） 。もちろん街道の屋根な 市場も、青空魚市場もみなバーザール ある。　
イラン国内でも地域差はある。国を越えたら
なおさらその相違点は大きい。他方、別の国の市場に足を踏み入れると、 「別の国」という前提があるため、共通点を探したくなるものである。たとえば平和な頃 アレッポのスーク。結構似ている。次 は遠く離 た東アフリカ・タンザニアのザンジバル島にあるストーンタウンの市場。ザンジバルは古くから西アジア の交流が盛んで、一九世紀にはペルシア湾岸にあるオマーン ブーサイード朝の支配下にあった。こちらも、全く別物とはいえ い気がする。なんでも西アジア的なものを見出すのは中東研究者の悪い癖か しれないが。ともあれ、市場めぐりはなかなかおもしろ 。
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